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は
じ
め
に

民
俗
芸
能
研
究
室
で
は
、
平
成
十
三
年
度
よ
り
「
民
俗
芸
能
の
上
演
目
的
や
上
演
場
所
の
調
査
研
究
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
一

つ
の
柱
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
が
、
民
俗
芸
能
の
本
来
の
公
開
の
場
以
外
で
の
公
開
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
五

カ
年
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
「
歴
史
的
意
義
の
解
明
が
不
十
分
な
民
俗
芸
能
の
調
査
研
究
」
と
併
せ
て
、

最
終
年
度
（
平
成
十
七
年
度
）
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
回
の
報
告
は
、
そ
の
最
終
報
告
書
に
至
る
ま
で
の
中

間
的
な
も
の
で
あ
り
、
昨
年
度
（
平
成
十
三
年
度
）
及
び
今
年
度
の
調
査
に
関
す
る
客
観
的
な
実
施
報
告
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
了
解

さ
れ
た
い
。

調
査
の
趣
旨
・
目
的

民
俗
芸
能
に
お
い
て
、
祭
礼
や
年
中
行
事
と
結
び
つ
い
た
伝
承
地
で
の
本
来
の
公
開
（
以
下
こ
れ
を
現
地
公
開
と
い
う
）
が
最
も
重
ん

ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
指
定
の
場
合
に
お
い
て
も
、
現
状
の
現
地
公
開
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
○
○
民
俗
芸
能
大
会
、
△
△
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
な
ど
現
地
公
開
と
は
異
な
っ
た
民
俗
芸
能
の
上
演
イ
ベ
ン
ト
も
少

な
く
な
い
。
そ
こ
に
は
、
文
化
庁
や
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
と
い
っ
た
文
化
財
保
護
当
局
が
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
と
る
も
の
か
ら
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
ま
で
、
幅
広
い
性
格
の
も
の
が
あ
り
、
ま
た
規
模
に
お
い
て
も
一
地
方
レ
ベ
ル
か
ら
国
際
的
な

催
し
ま
で
多
様
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。

本
調
査
で
は
、
今
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
公
開
が
民
俗
芸
能
に
と
っ
て
現
地
公
開
と
並
ん
で
重
要
な
公
開
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
に
基
づ
き
、
そ
の
実
態
把
握
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
、
得
ら
れ
た
資
料
を
基
に
こ
う
し
た
現
地
公
開
以
外
の
公
開
の
あ
り
方
を
考
察
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し
、
民
俗
芸
能
保
護
・
発
展
の
立
場
か
ら
、
あ
る
べ
き
イ
ベ
ン
ト
等
の
姿
を
探
る
こ
と
を
目
指
す
。

調
査
の
手
順
・
手
法

本
調
査
で
は
、
民
俗
芸
能
の
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
、
当
該
地
域
の
民
俗
芸
能
が
出
演
の
中
心
と
な
る
「
地
域
主
導
型
」、
外
国
の
芸
能
と

併
せ
て
民
俗
芸
能
を
公
開
す
る
「
国
際
型
」（
海
外
主
体
と
日
本
主
体
に
さ
ら
に
分
け
ら
れ
る
）、
出
演
民
俗
芸
能
の
範
囲
が
全
国
に
及
ぶ

「
全
国
型
」
に
分
け
、
さ
ら
に
文
化
財
保
護
・
啓
蒙
、
文
化
交
流
、
産
業
・
観
光
振
興
な
ど
主
た
る
目
的
に
よ
り
類
別
し
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
調
査
対
象
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
対
象
に
対
し
て
、
現
地
実
態
確
認
、
出
演
者
・
主
催
者
に
対
す
る
面
談
調
査
、
出
演
団
体

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
を
実
施
す
る
こ
と
を
お
も
な
調
査
手
法
と
し
た
。

調
査
の
概
要

調
査
対
象
イ
ベ
ン
ト

平
成
十
三
年
度

①
「
第
四
十
回
　
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」

②
「
堺
国
際
芸
術
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

③
「
地
域
伝
統
芸
能
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
静
岡
大
会
」

④
「
全
国
民
俗
芸
能
大
会
」
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平
成
十
四
年
度

①
「
第
四
十
一
回
　
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」

②
「
堺
国
際
芸
術
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

③
「
地
域
伝
統
芸
能
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
富
山
大
会
」

④
「
平
成
十
四
年
度
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
静
岡
市
・
高
山
市
）」

⑤
「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
」

⑥
「
全
国
民
俗
芸
能
大
会
」

こ
れ
ら
の
対
象
の
内
、「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
に
関
し
て
は
、
現
地
実
態
確
認
・
主
催
者
面
談
調
査
・
出
演
団
体
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、「
堺
国
際
芸
術
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
現
地
実
態
確
認
・
主
催
者
面
談
調
査
、
ま
た
「
地
域
伝
統
芸
能

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
出
演
芸
能
の
現
地
公
開
状
況
確
認
・
同
芸
能
関
係
者
に
対
す
る
面
談
調
査
及
び
大
会
の
現

地
実
態
調
査
、
と
い
っ
た
複
合
的
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
他
対
象
に
関
し
て
は
現
地
実
態
調
査
を
中
心
に
情
報
を
収
集
し
た
。
以
下
現
時

点
で
最
も
調
査
デ
ー
タ
を
多
く
収
集
で
き
た
「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
調
査
対
象
に
選
定
し
た
の
は
、
地
域
主
導
型
民
俗
芸
能
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
四
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
定
着
度
が
高
い
こ
と
と
、
一
〇
〇
余
り
の
団
体
が
出
演
し
て
い
る
た
め
、
出
演
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
有
効
な
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
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現
地
実
態
確
認
調
査

実
施
日
時：

平
成
十
三
年
八
月
七
日
〜
九
日

こ
の
年
の
「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
は
、
第
四
十
回
と
い
う
記
念
の
大
会
で
あ
っ
た
た
め
、
例
年
の
芸
能
発
表
の
他
、
初
日

の
冒
頭
に
北
上
駅
西
口
広
場
会
場
に
お
い
て
「
民
俗
芸
能
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
し
て
、
三
隅
治
雄
氏
の
講
演
「
芸
能
伝
承
と
み
ち
の
く

芸
能
ま
つ
り
の
役
割
」
や
座
談
会
「
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
を
顧
み
る
」
と
い
っ
た
記
念
企
画
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
北
上
市
の
タ
ウ
ン

情
報
誌
『
ダ
・
ダ
・
ス
コ
』
に
も
、「
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
の
軌
跡
」
と
い
う
特
集
記
事
が
組
ま
れ
、
併
せ
て
こ
の
催
し
の
現
在
に

至
る
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
中
的
に
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
変
遷
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

変
遷
の
概
略

昭
和
三
十
七
年
（
第
一
回
）
参
加
二
十
一
団
体
　

岩
手
県
・
岩
手
県
観
光
連
盟
・
北
上
市
の
共
催
事
業
。
地
元
の
伝
統
行
事
で
あ
る
八
月
十
六
日
の
「
燈
籠
流
し
」
と
同
日
に
北
上

商
業
高
校
（
現
専
修
大
学
北
上
高
校
）
の
校
庭
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
第
三
回
）
参
加
十
五
団
体
　

竣
工
し
た
北
上
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
。
日
時
は
近
隣
県
の
主
要
夏
祭
り
（「
竿
灯
」「
ね
ぶ
た
」「
七
夕
」
な
ど
）

の
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
、
八
月
七
日
に
変
更
。

昭
和
四
十
四
年
（
第
八
回
）
参
加
二
十
三
団
体
　

実
行
委
員
会
を
主
体
と
す
る
運
営
組
織
を
整
備
。
開
催
日
を
八
月
十
五
・
十
六
日
と
し
、
初
日
を
市
民
参
加
の
「
さ
ん
さ
踊
り
パ

レ
ー
ド
」
中
心
、
二
日
目
を
民
俗
芸
能
公
演
及
び
燈
籠
流
し
の
日
と
し
て
構
成
。
会
場
は
市
内
四
箇
所
で
同
時
公
演
。

昭
和
四
十
九
年
（
第
十
三
回
）
参
加
四
十
四
団
体
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当
時
の
国
鉄
よ
り
、「
東
北
六
大
祭
り
」
の
一
つ
と
し
て
指
定
を
受
け
る
。

昭
和
五
十
年
（
第
十
四
回
）
参
加
五
十
団
体
　

名
称
を
現
行
の
「
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
と
す
る
。

昭
和
五
十
七
年
（
第
二
十
一
回
）
参
加
七
十
二
団
体

東
北
新
幹
線
開
通
。
日
程
を
八
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
三
日
間
と
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
（
第
二
十
二
回
）
参
加
七
十
六
団
体

開
催
日
程
を
八
月
七
日
〜
九
日
に
変
更
（
現
在
に
至
る
）。

昭
和
五
十
九
年
（
第
二
十
三
回
）
参
加
六
十
九
団
体

東
北
地
方
以
外
か
ら
初
め
て
の
民
俗
芸
能
と
し
て
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
よ
り
「
牛
鬼
」
を
招
聘
。

昭
和
六
十
三
年
（
第
二
十
七
回
）
参
加
六
十
四
団
体

海
外
か
ら
の
初
め
て
の
民
俗
芸
能
と
し
て
、
中
国
雲
南
省
の
少
数
民
族
舞
踊
団
を
招
聘
。

平
成
七
年
（
第
三
十
四
回
）
参
加
百
十
四
団
体

こ
の
年
、
五
月
に
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、「
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
」
を

受
賞
。
民
俗
芸
能
の
後
継
者
団
体
と
し
て
、
保
育
園
児
・
小
中
学
生
中
心
の
団
体
の
参
加
始
ま
る
。

平
成
八
年
（
第
三
十
五
回
）
参
加
百
二
十
一
団
体

主
会
場
を
市
役
所
前
通
り
か
ら
駅
前
大
通
り
に
変
更
（
現
在
に
至
る
）。

第
四
十
回
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
の
第
四
十
回
で
は
、
北
上
市
内
か
ら
七
十
五
団
体
（
う
ち
小
中
学
生
等
の
後
継
者
団
体
十
）、
北
上
市
以
外
の
岩
手

県
内
か
ら
三
十
六
団
体
（
県
北
三，

北
沿
岸
五
、
県
央
七
、
県
南
十
五，

南
沿
岸
一
、
和
賀
郡
内
五
）、
岩
手
県
外
か
ら
九
団
体
（
北
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海
道
、
青
森
、
宮
城
、
福
島
、
秋
田
、
山
形
、
東
京
、
岐
阜
、
京
都
各
一
）、
海
外
か
ら
一
団
体
（
中
国
河
南
省
　
三
門
峡
豫
劇
団
）、

合
計
百
二
十
一
の
芸
能
団
体
が
参
加
し
た
。
会
場
と
し
て
は
、
駅
前
大
通
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
お
祭
り
広
場
会
場
、
北
上
駅
西
口

会
場
、
諏
訪
神
社
会
場
、
詩
歌
の
森
公
園
会
場
、
商
店
街
会
場
、
市
民
会
館
会
場
の
六
会
場
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
メ
イ
ン
会
場

で
あ
る
お
祭
り
広
場
は
、
道
路
通
行
止
め
の
措
置
を
執
り
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
も
の
で
、
夜
間
の
公
開
に
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

中
を
七
つ
の
会
場
に
分
け
て
多
様
な
芸
能
が
演
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
五
会
場
は
昼
間
の
公
開
に
使
用
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
各
会
場

同
時
進
行
の
形
で
芸
能
が
公
開
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
を
見
学
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
各
会
場
毎
に
役
割
付
け
が
さ
れ
て
お
り
、

見
学
者
の
興
味
で
効
率
よ
く
鑑
賞
で
き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
北
上
駅
西
口
会
場
は
、
北
上
市
の
窓
口
と
し
て
市
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
役
割
を
担
い
、
前
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
他
、
解
説
付
き
芸
能
の
実
演
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
鹿
踊
・
鬼
剣
舞
と
い
っ
た
当
地
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
へ
の
導
入
会

場
的
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

諏
訪
神
社
会
場
は
、
神
社
境
内
に
神
楽
用
の
舞
台
を
組
み
、
神
楽
専
門
の
公
演
会
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
述
べ
二
十
七
回
の
神

楽
公
開
が
行
わ
れ
た
。

詩
歌
の
森
公
演
会
場
は
、
広
い
芝
生
の
庭
園
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
鬼
剣
舞
・
鹿
踊
の
専
用
会
場
と
さ
れ
、
十
三

団
体
の
芸
能
が
披
露
さ
れ
た
。

商
店
街
会
場
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
入
り
口
前
に
設
置
さ
れ
、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
芸
能
鑑
賞
」
を
う
た

い
、
保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
団
体
を
含
む
多
様
な
芸
能
が
の
べ
二
十
二
回
に
渡
っ
て
公
開
さ
れ
た
。

市
民
会
館
会
場
は
、
唯
一
の
屋
内
舞
台
で
あ
り
、
か
つ
有
料
会
場
（
前
売
り
三
百
円
、
当
日
五
百
円
）
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、

出
演
十
団
体
の
う
ち
海
外
を
含
む
八
団
体
が
北
上
市
外
と
さ
れ
、
北
上
市
民
に
広
く
他
の
芸
能
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
で
き
る
場
と
し
て

提
供
さ
れ
て
い
た
。
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芸
能
公
演
の
場
と
し
て
こ
の
催
し
を
見
る
場
合
、
市
民
会
館
及
び
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
北
上
駅
西
口
会
場
を
除
い
て
、
路

上
や
広
場
と
い
っ
た
観
客
と
の
同
一
平
面
上
で
の
会
場
設
定
が
多
く
、
よ
り
本
来
の
公
開
に
近
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
の
配
慮
が

感
じ
ら
れ
る
。
事
実
、
客
席
か
ら
舞
台
を
見
る
通
常
の
芸
能
大
会
に
比
べ
、
見
る
者
と
演
じ
る
者
の
距
離
は
き
わ
め
て
近
く
、
同
一
の

「
ま
つ
り
」
の
空
間
に
い
る
と
い
う
一
体
感
の
創
出
に
成
功
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
上
の
芸
能
を
見
る

場
合
と
違
っ
て
、
見
る
側
の
場
所
に
よ
っ
て
は
見
え
に
く
い
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
天
候
の
変
化
に
も
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
た
運
営
上

の
困
難
さ
も
あ
ろ
う
が
、
よ
り
自
然
な
形
で
芸
能
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
効
果
的
な
や
り
方
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

主
催
者
面
談
調
査

実
施
日
時
　
平
成
十
四
一
月
二
十
八
日

「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
の
主
催
者
側
関
係
者
で
あ
る
北
上
市
商
工
部
観
光
物
産
課
及
び
北
上
市
観
光
協
会
の
担
当
者
に

面
談
し
、
本
事
業
の
、
運
営
・
実
行
組
織
、
事
業
費
、
事
業
の
評
価
、
今
後
の
構
想
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

運
営
・
実
行
組
織

本
事
業
の
運
営
・
実
行
に
係
わ
る
組
織
と
し
て
は
、「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
以
下
運
営
委
員
会
と
い
う
）」

と
「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
以
下
実
行
委
員
会
と
い
う
）」
の
二
組
織
が
あ
る
。

運
営
委
員
会
は
、
名
誉
会
長
に
北
上
市
長
、
会
長
に
北
上
観
光
協
会
長
、
副
会
長
に
北
上
商
工
会
議
所
会
頭
及
び
北
上
市
教
育
委

員
会
教
育
長
を
配
し
、
以
下
委
員
は
商
工
会
・
観
光
協
会
・
商
工
会
議
所
・
市
議
会
・
商
店
街
振
興
組
合
・
青
年
団
体
連
合
会
・
婦

人
団
体
協
議
会
・
青
年
会
議
所
・
農
業
協
同
組
合
・
警
察
・
Ｊ
Ｒ
等
交
通
関
係
の
役
職
者
と
、
北
上
民
俗
芸
能
保
存
会
長
お
よ
び
知
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識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
定
数
四
十
名
以
内
）。
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
事
項
は
、「
ま
つ
り
の
基
本
計
画
」「
ま
つ
り

の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と
」「
委
員
会
規
約
に
関
す
る
こ
と
」「
実
行
委
員
会
の
設
置
及
び
要
項
に
関
す
る
こ
と
」「
実
行
委

員
長
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
」「
ま
つ
り
全
般
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
」「
そ
の
他
、
会
長
が
必
要
と
認
め
る
こ
と
」
と
な
っ
て

お
り
、
本
事
業
の
最
終
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
。
な
お
事
務
所
は
北
上
市
役
所
内
に
置
か
れ
、
事
務
局
員
は
商
工
部
観
光
物
産
課
・

観
光
協
会
・
商
工
会
議
所
・
教
育
委
員
会
の
職
員
が
あ
た
り
、
観
光
物
産
課
長
が
事
務
局
長
、
観
光
協
会
事
務
局
長
・
商
工
会
議
所

事
務
局
長
・
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
が
事
務
局
次
長
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
運
営
委
員
会
は
北
上
市
の
公
的
な
組

織
を
代
表
し
、
こ
の
ま
つ
り
の
全
体
を
統
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
実
行
委
員
会
は
、
前
記
の
運
営
委
員
会
の
規
約
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
委
員
は
運
営
委
員
会
会
長
よ
り
委
嘱

さ
れ
る
。
そ
の
任
務
は
、「
運
営
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
く
ま
つ
り
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
」「
行
事
の
構
成
と
演
出
に
関
す
る
こ
と
」

「
行
事
会
場
の
設
営
及
び
交
通
に
関
す
る
こ
と
」「
行
事
の
宣
伝
啓
発
及
び
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
に
関
す
る
こ
と
」「
そ
の
他
必

要
な
事
項
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
年
々
の
実
施
の
責
任
を
担
う
組
織
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
、「
総
務
部
会
」「
芸
能
部
会
」

「
流
灯
部
会
」「
花
火
部
会
」「
交
通
部
会
」「
宣
伝
部
会
」「
市
民
パ
レ
ー
ド
部
会
」「
み
こ
し
部
会
」
の
八
部
会
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
二
十
名
程
度
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
部
会
業
務
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
の
芸
能
部
会
の
業
務
内
容
を
見

る
と
、「
芸
能
団
体
に
関
す
る
こ
と
（
選
定
、
要
請
、
連
絡
等
）」「
芸
能
公
演
の
進
行
に
関
す
る
こ
と
（
企
画
、
演
出
、
時
間
調
整
、

場
内
設
備
等
）」「
各
公
演
会
場
の
設
営
に
関
す
る
こ
と
（
舞
台
装
置
、
照
明
、
放
送
設
備
等
）」「
梵
灯
行
事
に
関
す
る
こ
と
」「
そ

の
他
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
実
行
委
員
会
の
事
務
局
は
北
上
市
観
光
協
会
内
に
置
か
れ
、
観
光
協
会
・
観
光
物
産
課
・
商
工
会
議

所
の
職
員
が
事
務
に
あ
た
る
。

事
業
の
評
価

本
事
業
の
主
催
者
側
の
評
価
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
得
ら
れ
た
。
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（
一
）
観
光
事
業
と
し
て
の
評
価

北
上
市
の
代
表
的
観
光
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
。
観
客
も
半
数
は
市
外
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
催
し
期
間
中
の

経
済
的
波
及
効
果
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
芸
能
ま
つ
り
を
テ
コ
と
し
て
北
上
市
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
あ
げ
る
と
い
う
目
的
は

十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
民
俗
芸
能
保
護
の
観
点
か
ら
の
評
価

同
種
芸
能
団
体
と
の
競
演
の
機
会
の
提
供
に
よ
り
、
伝
承
意
欲
及
び
技
芸
錬
磨
に
対
す
る
よ
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

後
継
者
団
体
の
参
加
な
ど
、
青
少
年
に
民
俗
芸
能
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

今
後
の
構
想

基
本
的
に
は
、
市
民
参
加
型
の
催
し
、
自
然
な
形
で
の
ま
つ
り
の
場
の
提
供
、
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
路
線
を
継
承
し
て
い
く
が
、

さ
ら
に
年
間
を
通
じ
て
芸
能
の
伝
承
・
公
開
に
資
す
る
よ
う
な
施
設
等
も
考
え
て
い
き
た
い
。

出
演
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

平
成
十
四
年
度
の
調
査
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
芸
能
団
体
側
の
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
第
四
十
回
（
平
成
十
三
年
度
）
・

第
四
十
一
回
（
平
成
十
四
年
度
）
の
「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
出
演
団
体
の
う
ち
、
海
外
招
聘
団
体
を
除
い
た
述
べ
百
三
十
三
団

体
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
民
俗
芸
能
研
究
室
長
名
で
、
各
出
演
団
体

代
表
者
宛
（
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
行
『
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
　
出
演
芸
能
の
解
説
』
に
記
載
さ
れ
た
「
出

演
芸
能
団
体
　
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
」
に
よ
っ
た
）
に
依
頼
文
書
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
直
接
送
付
し
回
答
を
依
頼
し
た
。
百
三
十
三

件
の
う
ち
回
答
の
あ
っ
た
も
の
は
六
十
六
件
で
あ
り
、
回
答
率
は
ほ
ぼ
五
十
％
と
な
っ
た
。

送
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
次
頁
の
通
り
で
あ
る
。
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128

調　査　票　平成　年　　月　　日

記入者御氏名（ ）

１　名称（地元で使用する芸能・行事名称をお書き下さい）

２　所在地，開催期日及び開催場所
（１）伝承者の所在地域

（２）芸能・行事の開催期日
イ　定期的に行われる場合

ロ　不定期に行われる場合（主に行われる行事等をお書き下さい）

※　近年（ここ１０年くらい）に期日の変更のあった場合には、その経過を御記入下さい。（例：
５年前より○月○日から○月の第３日曜に変更）

（３）通常の芸能・行事の開催場所（社寺境内，街路等具体的に御記入下さい）

３　保護団体
（１）名称

（２）所在地

（３）代表者御氏名

（４）会員数

４　大会出演に関して
（１）これまでの大会出演回数（平成14年度まで）

回

（２）この大会以外の外部出演経験（該当する箇所に○をお付け下さい）

・　ある
行事名：

時期：

・　ない
（裏面へ）
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（３）今回の出演に関して

①　出演することによる影響（該当する箇所に○をお付け下さい　複数可）

・　通常の演技より時間を短縮して演じた

・　演技内容の再構成を行った

・　通常の演技と時間・内容とも同じであった　

・その他（自由にお書き下さい）

②　出演して感じたメリット・デメリット（該当する個所に○をお付け下さい　複数可）

メリット

・　伝承意欲の向上

・　練習を積むことによる演技の向上

・　他団体との交流による刺激

・　その他（自由にお書き下さい）

デメリット

・　練習の負担が大きい

・　本来の公開が影響を受けた

・　経済的負担が大きい

・　その他（自由にお書き下さい）

③　今後の方針（該当する個所に○をお付け下さい）

・　今後も積極的に出演したい

・　依頼があれば出演したい

・　今後の出演には消極的だ

・　その他（自由にお書き下さい）



ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ま
と
め

対
象
団
体
内
訳

対
象
団
体
の
う
ち
、
北
上
市
の
団
体
は
八
十
二
団
体
、
市
外
は
五
十
一
団
体
。
北
上
市
の
団
体
に
は
保
育
園
か
ら
高
校
生
ま
で
の
後

継
者
養
成
団
体
を
十
二
含
む
。
ま
た
、
市
外
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
内
が
四
十
、
県
外
が
十
一
団
体
で
そ
の
中
に
東
京
・
京
都
・
札
幌

の
鬼
剣
舞
グ
ル
ー
プ
三
団
体
を
含
む
。

回
答
数
内
訳

全
体
の
回
答
六
十
六
件
の
内
訳
は
、
北
上
市
内
三
十
三
件
で
回
答
率
約
四
十
％
、
市
外
三
十
三
件
で
回
答
率
約
六
十
五
％
で
あ
り
、

市
外
か
ら
の
出
演
団
体
か
ら
の
回
答
率
の
方
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

回
答
項
目
別
概
要

大
会
出
演
回
数
　

十
回
以
下
　
二
十
四

十
回
〜
二
十
回
　
十
二
　

二
十
回
〜
三
十
回
　
十
一

三
十
回
以
上
　
八

無
効
回
答
　
三
（
四
十
一
回
以
上
の
回
答
）

無
回
答
　
八
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他
大
会
出
演
経
験

あ
り
　
五
十
七

な
し
　
　
四

無
回
答
　
五

出
演
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
（
複
数
回
答
可
）

通
常
の
演
技
よ
り
時
間
を
短
縮
し
て
演
じ
た
　
二
十
七

演
技
内
容
の
再
構
成
を
行
っ
た
　
十
八

通
常
の
演
技
と
時
間
・
内
容
と
も
に
同
じ
で
あ
っ
た
　
三
十

そ
の
他
　
五

出
演
し
て
感
じ
た
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
可
）

伝
承
意
欲
の
向
上
　
四
十
六

練
習
を
積
む
こ
と
に
よ
る
演
技
の
向
上
　
四
十
二

他
団
体
と
の
交
流
に
よ
る
刺
激
　
四
十

そ
の
他
　
八
（
自
分
の
団
体
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
向
上
、
師
匠
団
体
と
の
交
流
、
教
育
的
効
果
等
）

出
演
し
て
感
じ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
可
）

練
習
の
負
担
が
大
き
い
　
十
七

本
来
の
公
開
が
影
響
を
受
け
た
　
三

経
済
的
負
担
が
大
き
い
　
二
十
二

そ
の
他
　
十
一
（
仕
事
の
や
り
く
り
が
大
変
、
本
来
の
公
開
の
場
と
環
境
が
違
い
す
ぎ
る
、
人
員
確
保
に
苦
労
等
）
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出
演
に
関
す
る
今
後
の
方
針
（
複
数
回
答
は
想
定
外
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
複
数
回
答
あ
り
）

今
後
も
積
極
的
に
出
演
し
た
い
　
三
十
六

依
頼
が
あ
れ
ば
出
演
し
た
い
　
三
十
三

今
後
の
出
演
に
は
消
極
的
だ
　
四

そ
の
他
　
十
一
（
出
費
用
捻
出
に
苦
慮
、
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
今
後
の
活
動
を
再
検
討
中
等
）

無
効
回
答
　
一
（
積
極
的
と
消
極
的
双
方
に
○
）

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
は
、
今
後
他
イ
ベ
ン
ト
の
調
査
デ
ー
タ
と
も
併
せ
て
詳
細
に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
六

十
六
回
答
中
、「
今
後
の
出
演
に
は
消
極
的
だ
」
と
の
回
答
が
四
件
し
か
な
か
っ
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
積
極
的
に
応
じ
て
く
れ
た
団
体
は
、
こ
の
大
会
に
対
す
る
意
識
・
関
心
が
元
々
高
く
、
約
半
数
の
未
回
答
団
体
で
は
今

後
の
出
演
に
消
極
的
と
い
う
比
率
が
こ
れ
よ
り
も
高
く
な
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
全
体
と
し
て
の
比
率
を
大
き
く
動
か
す
こ
と
に
な
る
と
は

考
え
に
く
い
。
出
演
団
体
側
の
こ
う
し
た
大
会
出
演
に
対
す
る
姿
勢
を
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
把
握
出
来
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
調
査
方
針

五
カ
年
計
画
の
今
後
の
調
査
方
針
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
掲
げ
た
民
俗
芸
能
の
イ
ベ
ン
ト
形
態
別
に
個
別
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
総
体
的
把
握
を
目
的
に
、
網
羅
的
調
査
に
も
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え

て
最
終
年
度
に
最
終
報
告
書
と
し
て
そ
の
成
果
を
問
い
た
い
。
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〔Summary〕

Report of the research about the presentation of folk
performing arts in festivals 

Miyata Shigeyuki

Our folk performing arts section have been carrying out the project
“Reseach on Purpose and Location of Folk Perfoming Arts” since 2001. One of

the themes of this project is “Research about the presentation of folk
performing arts in festivals. The reseach will be done for five years and its
result will be announced officially as a report in 2005. This is an interim report
on the actual reseach which I conducted in last year and this year, with
emphasis on the investigation of “Kitakami-michinoku Performing Arts
Festival”(Iwate prefecture). 


